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 研究要旨 
2016/17 シーズンの東京都におけるノロウイルス(NoV)を原因とした食中毒

疑い等の集団発生事例 210 例において、検出された遺伝子型を解析した。その

結果、GII.2 が 65.7%（138/210）の事例から検出され最多となり、次いで GII.17
が 11.9%(25/210)、GII.4 が 9.0%(19/210)から検出された。NoV の検出はシー

ズン当初の 11 月から急激に増加し 12 月に検出がピークとなった。2017 年 2
月には、学校給食で提供された「刻みのり」を原因とした大規模な食中毒が東

京都内で 4 事例発生したが、その遺伝子型は GII.P17_GII.17 であり事例間お

よび刻みのりと患者間でその配列は一致した。本事例においては、遺伝子解析

による相同性の確認が解決の一助となったと考えられた。 
 

 

A. 研究目的 
ノロウイルス(NoV)は代表的な胃腸炎

原因ウイルスであり、NoV の遺伝子型の

把握は、長期的な疫学解析において有用で

ある。今回、2016/17 シーズンに東京都内

で検出された NoV について、その遺伝子

型を解析したので報告する。 
 

B. 研究方法 
1. 材料 

2016/17 シーズンに食中毒あるいは施

設内感染が疑われ、胃腸炎ウイルス検査の

依頼があったもののうち、NoV が陽性と

なった 210 事例の患者糞便等から抽出し

た RNA を材料とした。 
2. 方法 
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VP1 領域の塩基配列をダイレクトシー

ケ ン ス に よ り 決 定 し 、 Norovirus 
Genotyping Tool により遺伝子型を分類し

た。GII.2 については RdRp 領域の解析も

実施した。 
 
 (倫理面への配慮) 
 本研究では、特定の研究対象者は存在せ

ず、倫理面への配慮は不要である。 
 
C. 研究結果 
遺伝子型別検出状況を見ると、GII.2 が

65.7%（138/210）の事例から検出されシ

ーズンを通して最多となった。RdRp 領域

の解析により検出された GII.2 は全て

GII.P16_GII.2（GII.2 変異株）であるこ

とが明らかとなった。GII.2 は保育園等の

小児集団での事例から多く検出されたが、

2016 年 12 月に発生したパーティー参加

者76名が発症した食中毒事例や2017年1
月に特別養護老人ホーム 2 か所で発生し

た食中毒事例等の成人からも検出された。 
一方、前シーズンおよび前々シーズンで

は最多検出型となっていた GII.17 は、

2016/17 シ ー ズ ン に は 検 出 割 合 が

11.9%(25/210)にまで減少したが、2017 年

2月に東京都内で発生した学校給食で提供

された「刻みのり」を原因とした食中毒 4
事例においては GII.17 が検出された。 
このほかに、GII.4 が 9.0%(19/210)、

GII.6 が 4.3%(9/210)から検出された。GI
は 3 事例、GI と GII の両方が検出された

事例は 4 事例であった。 
 
D. 考察 
 東京都において 2016/17 シーズンでは

GII.2 が主要流行遺伝子型となったが、病

原微生物検出情報(国立感染症研究所) に

よると、2016/17 シーズンでは GII.2 は最

多検出数となっており、全国的な傾向であ

ったと考えられる。検出された GII.2 は全

て GII.2 変異株であったが、ドイツや中国

等からもGII.2変異株によるアウトブレイ

クが報告されており、新たな変異株が世界

各国で流行していたと考えられる。過去に

おいて、新規遺伝子や変異型の出現は大規

模な NoV 流行を引き起こしていることか

ら遺伝子型については今後とも注視すべ

きである。 
2017 年 2 月に発生した「刻みのり」食

中毒(4 事例合計での喫食者は 4,209 名、患

者は 1,193 名)は意外な食材を原因として

いたことや，規模の大きさなどから社会的

関心も高い事例となった。 GII.17 が流行

していない状況下で 4 事例ともに GII.17
が原因ウイルスであり、その塩基配列が事

例間ならびに刻みのりと患者の間でも一

致したことも感染源を特定する有力な根

拠の一つとなった。また、本事例に関して

は、同一刻みのりの関与した事例が複数の

自治体においても発生していたことが確

認されたが、遺伝子型の一致が関連を探知

する根拠の一つとなった。厚生労働省通知

「食中毒対策の推進について」(平成 28 年

4 月 1 日付け生食監発 0401 第 1 号)にもあ

るように、NoV 食中毒において遺伝子型

等の分子疫学情報の充実は原因究明や予

防をより一層推進する上で必要である。今

後は、単一事例内の感染源の特定だけにと

どまらず、「広域に散在」している可能性

がある複数事例の感染源究明に向け、分子

疫学的情報を活用し事例間の関連性の有
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無を迅速に察知できるようなシステム構

築が必要と思われる。そのような観点にお

いても、今後、遺伝子解析が NoV 食中毒

予防に果たす役割について様々な角度か

ら検証を試みたい。 
 

E. 結論 
2016/17 シーズンにおいて、東京都での

NoV の検出はシーズン当初の 11月から急

激に増加し 12 月に検出がピークとなった。

最も多く検出された NoV の遺伝子型は

GII.2 であった（65.7%）。これに対し、

GII.17 は検出例が減少した(11.9%)。遺伝

子型の把握は長期的な疫学解析において

有用であるばかりでなく、食中毒事例間の

関連性や原因食品を究明する上でも重要

な情報であると考えられた。 
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